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水木しげるロードが
リニューアルオープン！

　７月１４日、水木しげるロードがリニューアルオープンします！

　今年で誕生２５周年となる水木しげるロードが、この夏、大幅にパワーアップして生まれ変わります。

　水木しげるロードは、平成５年にオープンし、鳥取県を代表する観光地として成長を続け、今では年間

２００万人が訪れる人気スポットとなっていますが、将来にわたりこの賑わいを継続させるため、平成２５年

に大規模なリニューアルを行うことが決まりました。

　工事は昨年より始まり、来訪者や周辺の住民の皆さまには大変ご不便をお掛けしてきましたが、無事完成を

迎えることになりました。

　新たな水木しげるロードにご期待ください。

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
大
移
動

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
最
大
の
魅
力
で
あ
る

妖
怪
た
ち
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
よ
り
24
体
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
合
計

で
１
７
７
体
と
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
く
ん
や

フ
ー
シ
ギ
く
ん
な
ど
、
水
木
し
げ
る
先
生
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
も
多
数
加

わ
り
ま
し
た
。

　

大
部
分
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
種
類
や
棲
家

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
別
に
分
類
し
、

再
配
置
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
大
半
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
が
再
配
置
の
対
象
と
な
り
、
西
へ
東
へ

と
大
移
動
を
行
い
ま
し
た
。

夜
の
世
界
（
照
明
演
出
）

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
大
き
な
目
玉
と
な
る
の

が
、
夜
間
の
照
明
演
出
で
す
。
ブ
ロ
ン
ズ
像

や
樹
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
妖
怪
た
ち
が
影
絵
と
な
っ
て
現
れ
る
な

ど
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
訪
れ
た
よ
う
な
気
分

に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

大
き
く
広
が
っ
た
歩
道
に
加
え
、
交

差
点
部
分
の
段
差
を
無
く
し
、
車
い
す

を
利
用
さ
れ
る
人
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん

に
大
変
や
さ
し
い
道
路
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
横
断
歩
道
に
も
エ
ス

コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
と
い
う
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

樹　

木

　

街
路
樹
も
一
新
さ
れ
ま
す
。
特
に
今

回
最
も
多
く
の
本
数
と
な
る
の
が
シ
ダ

レ
エ
ン
ジ
ュ
で
す
。
シ
ダ
レ
エ
ン
ジ
ュ

は
、
マ
メ
科
の
落
葉
樹
で
、
春
か
ら
秋

に
か
け
て
傘
の
様
に
葉
が
生
い
茂
り
、

非
常
に
美
し
い
樹
形
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
落
葉
時
に
は
、
枝
が
龍
の
爪
に
見

え
る
こ
と
か
ら
別
名
リ
ュ
ウ
ノ
ツ
メ
エ

ン
ジ
ュ
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、
妖
怪
の

ま
ち
の
雰
囲
気
を
一
層
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

イメージ図

©水木プロ
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いよいよこの夏、　

▼「第１３回まち交大賞」受賞！
　水木しげるロードリニューアル事業が、第１３回まち交大賞の計画部門で最優

秀となる創意工夫大賞を受賞し、６月２９日に東京の発明会館で表彰式が行われ

ました。これは、国土交通省の都市再生整備計画に基づくまちづくりにおいて、

優良な計画を策定し、優れた取り組みを行った地区などを対象として表彰するも

のです。

▼問い合わせ先
　水木しげるロードリニューアル推進課

　（☎４７－１０２６　Mail mizukiroad@city.sakaiminato.lg.jp）

大
幅
に
広
が
っ
た
歩
道

　

車
道
を
狭
め
て
一
方
通
行
と
し
、
さ
ら
に

蛇
行
さ
せ
る
こ
と
で
、
変
化
の
あ
る
広
い
歩

道
が
生
ま
れ
ま
す
。
車
の
速
度
も
抑
え
ら
れ
、

安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
と
な
り
ま
す
。

７月１４日（土）

新たな水木しげるロードが始まる．．．

▼リニューアルオープン式典開催！
　夏休み直前の７月１４日にリニューアルの完成を盛大に

祝います。様々な関連イベントも開催しますので、ぜひお

誘いあわせて水木しげるロードにお越しください。

◇７月１４日（土）の催し

　・完成記念パレード

　・完成式典

　・ゲゲゲの鬼太郎アニメイベント

　・演出照明お披露目

　・ゲゲゲ食堂（飲食、物販）

　・鬼太郎列車リニューアル車両公開

▼照明演出を事前に公開します！
　リニューアルオープン前に照明演出を市民の皆さんに公

開します。新たに水木しげるロードの魅力となる演出照明

をじっくりとご覧いただく絶好の機会です。

◇と　き　７月１０日（火）午後８時～１０時

◇ところ　水木しげるロード

イメージ図

７月１４日（土）　祝！水木しげるロードリニューアル
　　水木しげる記念館　入館無料！

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼問い合わせ先　水木しげる記念館　（☎４２－２１７１）

イメージ図
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介護保険制度が変わります

利用者負担割合が２割の人のうち、特に所得の高い人の負担割合が３割に

　６５歳以上の人が介護保険サービスを利用したと

きは、利用料の一部を支払います。

　これまで利用者負担割合が２割だった人のうち、

特に所得の高い人の負担割合が３割に変わります。

　要介護 (要支援 )認定を受けている人には、７月

に負担割合証を送付する予定です。

 
 

 

 

 

   

高額医療・高額介護合算制度の所得区分が変わります

　年間の介護保険サービス費と医療費の自己負担（それぞれサービスの限度額適用後の自己負担額）が一定の限度

額を超えたときに、超えた分が支給される「高額医療・高額介護合算制度」の所得区分が変更され、一部限度額が

変わります。（７０歳未満の人のみの世帯は変更ありません）

【医療と介護の自己負担額合算後の限度額（年額／８月～翌年７月）】

　　※支給対象となる人は、医療保険窓口へ申請が必要です。

　　※低所得者Ⅰ区分の世帯で介護保険サービスの利用者が複数いる場合は、限度額の適用方法が異なります。

福祉用具貸与について適正価格が公表されます

　福祉用具貸与の利用者に対して、商品の全国平均貸与価格とその福祉用具貸与事業者の貸

与価格の両方の表示と機能の説明が義務づけられます。

　これにより、利用者が安心して適正な価格で福祉用具をレンタルできるようになります。

　また、適正な貸与価格を確保するため、全国平均貸与価格から一定の範囲内で上限額を設

定します。

８月から

８月から

１０月から
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介

護

保

険

料

額

決
定
通
知
書
の
送
付

　

平
成
29
年
中
の
所
得
等
を
も
と
に
介
護
保
険
料
を
決
定

し
、
７
月
中
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
通
知
書
の
種
類
・
対
象
者
・
納
付
方
法

【
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
（
停
止
）

通
知
書
】
… 

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ

る
人
、
お
よ
び
口
座
振
替
に
し
て
い
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
か
ら
４
、
６
、
８
月
の
納
付
額
を
除

い
た
額
を
10
、
12
、
２
月
の
３
回
の
年
金
か
ら
引
き
去
り

ま
す
。

　

口
座
振
替
の
人
は
、
年
間
の
保
険
料
額
を
７
、
８
、
10
、

11
、
１
、
２
月
の
６
回
で
引
き
落
と
し
ま
す
。

【
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
】
… 

納
付
書
で
納
め
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
を
７
、
８
、
10
、
11
、
１
、
２
月
の

６
回
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
知
書
に
納
付
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
限
内

に
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
介
護
保
険
料
の
軽
減
・
減
免

　

収
入
が
少
な
く
、
資
産
等
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
介
護
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
期
間
は
介
護
保
険
料
が
決
定
し
た
通
知
が
届
い
て

か
ら
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
に
よ
り
財
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た

場
合
や
、
長
期
入
院
や
失
業
等
に
よ
り
世
帯
の
生
計
を
維

持
す
る
人
の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
な
ど
は
、
保

険
料
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
納
期
限
７
日
前
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係
（
☎
47
‐
１
０
３
８
）

　６５歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料は、３年ごとに全体の介護サービスに必要な費用を推計して見直

しを行います。この推計値から算出された基準額と、負担能力に応じた保険料率をもとに算定します。

　第７期では、負担段階を１０段階から１３段階に細分化し、負担能力に応じたより細やかな保険料段階を設定して

います。

介護保険料が変わりました介護保険料が変わりました

※
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■
国
民
健
康
保
険
税

　

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の

納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。

　

国
保
税
は
国
民
健
康
保
険
の
運
営

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
期
限

内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
税
額
は
、
世
帯
単
位
に
所
得

割
額
・
均
等
割
額
・
平
等
割
額
を
合

計
し
た
額
で
、
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
に
は
、
便
利
で
安
心

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
税
の
算
定
方
法

　

平
成
30
年
度
か
ら
資
産
割
額
が
廃

止
と
な
り
、
税
率
も
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

◇
税
の
計
算
方
法

※
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
へ
被

　

保
険
者
が
異
動
し
た
こ
と
に
よ
り
、

　

残
っ
た
国
保
の
被
保
険
者
が
1
人

　

と
な
っ
た
世
帯
（
特
定
世
帯
・
特

　

定
継
続
世
帯
）
は
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
に
異
動
し
た
日
の
世
帯
主
と

　

世
帯
員
の
関
係
が
変
わ
ら
ず
に
継

　

続
し
て
い
る
場
合
は
、
医
療
分
と

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
平
等
割

　

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◇
基
本
的
な
考
え
方

・
合
計
額
が
賦
課
限
度
額
を
超
え
た

　

場
合
は
、賦
課
限
度
額
と
し
ま
す
。

・
加
入
期
間
に
応
じ
て
月
割
計
算
を

　

行
い
ま
す
。

▼
軽
減
措
置

　

世
帯
の
所
得
が
、
一
定
の
所
得
に

満
た
な
い
場
合
は
、
均
等
割
と
平
等

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
者
全
員
の
所
得
申

告
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
各
軽
減
の
基
準
額
に
つ
い

て
は
下
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

▼
特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
対
す
る

軽
減

　
「
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
」

や
「
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
」

を
し
た
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者
・
特
定
理
由
離
職
者
は
、
申
請
に

よ
り
国
保
税
の
一
部
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
減
免
措
置

　

特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
対
す
る

軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
、
失

業
な
ど
に
よ
り
世
帯
の
所
得
の
見
積

が
前
年
の
半
分
以
下
に
見
込
ま
れ
る

と
き
、
あ
る
い
は
天
災
な
ど
、
特
別

な
事
情
に
よ
り
国
保
税
の
支
払
い
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
国
保
税
の

一
部
も
し
く
は
全
部
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

計算の基礎 医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

所 得 割 前年中所得金額 税率 8.68％ 税率 2.75％ 税率 2.62％

均 等 割 加入者１人につき 25,600 円 7,700 円 9,400 円

平 等 割 １世帯につき 30,000 円（※） 8,000 円（※） 6,000 円

賦課限度額 １世帯につき 580,000 円 190,000 円 160,000 円

軽減基準額 軽減される
割合変更前 変更後

３３万円 ３３万円（変更なし） ７割軽減

３３万円＋（２７万円×被保険者と
特定同一世帯所属者数）

３３万円＋（２７万５千円×被保険
者と特定同一世帯所属者数）

５割軽減

３３万円＋（４９万円×被保険者と
特定同一世帯所属者数）

３３万円＋（５０万円×被保険者と
特定同一世帯所属者数）

２割軽減

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
皆
さ
ん
へ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　

（
☎
47
‐
１
０
３
６
）
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▼
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合

は
、
国
保
税
が
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）
と

な
り
ま
す
。

①
国
保
被
保
険
者
全
員
が
65
歳
以
上

　

の
世
帯

②
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

　

し
て
い
る
世
帯
主

③
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
額

　

が
、
年
金
の
額
の
２
分
の
１
以
内

　

の
場
合

※
世
帯
主
が
本
年
度
中
に
75
歳
に
な

　

り
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

　

者
と
な
る
場
合
は
、
特
別
徴
収
は

　

行
わ
ず
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま

　

た
は
口
座
振
替
で
納
め
る
方
法
）

　

と
な
り
ま
す
。

※
特
別
徴
収
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

　

よ
り
普
通
徴
収
に
変
更
で
き
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
異
動
の
届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
た
場
合

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

国
保
の
資
格
は
喪
失
し
ま
す
の

で
、
新
し
い
保
険
証
と
国
民
健
康
保

険
証
、
印
章
を
持
参
の
う
え
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
行
わ
な
い
と
国
民
健
康

保
険
の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
国
保
税
が
賦
課
さ
れ
ま

す
。

■
国
民
健
康
保
険
一
部

　

負
担
金
の
徴
収
猶
予

　

お
よ
び
減
免

　

失
業
な
ど
に
よ
り
世
帯
の
所
得
の

見
積
が
前
年
の
半
分
以
下
に
見
込
ま

れ
る
と
き
、
あ
る
い
は
天
災
な
ど
、

特
別
な
事
情
に
よ
り
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
一
部
負
担

金
の
一
部
も
し
く
は
全
部
が
徴
収
猶

予
ま
た
は
減
免
さ
れ
ま
す
。

■
医
療
費
の
節
減

　

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
意
識

し
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し

　

ょ
う
。

◇
健
康
を
意
識
し
た
生
活
習
慣
を
身

　

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◇
か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
薬

　

局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◇
休
日
や
時
間
外
の
受
診
は
で
き
る

　

だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

■
人
間
ド
ッ
ク

　

・
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

▼
対　

象

　

昭
和
54
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者

※
平
成
29
年
度
以
前
に
賦
課
さ
れ
た

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

　

る
世
帯
は
除
く
。

▼
実
施
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
来
年
１
月
31
日（
木
）

▼
受
付
期
間

　

７
月
24
日（
火
）〜
11
月
30
日（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
受
診
当
日
に
国
民
健
康
保
険
加
入

　

者
で
な
い
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

市
民
課
保
険
年
金
係
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
国
民
健
康
保
険
証

◇
各
種
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
受
診

　

券
（
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
）

【
人
間
ド
ッ
ク
】

▼
定　

員　

５
０
０
人

※
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
市
が
他
に

　

実
施
す
る
特
定
健
診
、
胃
が
ん
・

　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
は
受
診

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
妊
娠
中
の
人
、
入
院
中
の
人
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
実
施
医
療
機
関

　

池
渕
医
院
、
市
場
医
院
、
遠
藤
医

院
、
小
林
外
科
内
科
医
院
、
済
生
会

境
港
総
合
病
院
、
つ
ち
え
内
科
小
児

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
つ
の
だ
内
科
・
循

環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
松
野
医
院
、

村
上
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
内　

容

　

特
定
健
診
項
目
、
貧
血
検
査
、
膵す

い

肝
臓
系
検
査
、
腫し

ゅ

瘍よ
う

マ
ー
カ
ー
、
腹

部
超
音
波
検
査
、
心
電
図
検
査
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
、

眼
底
検
査
な
ど

※
本
人
の
希
望
で
検
査
を
や
め
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
負
担
額　

８
３
０
０
円

　
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
０
０
円
）

【
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
】

▼
定　

員　

２
０
０
人

※
昨
年
度
、
こ
の
検
査
を
受
け
た
人

　

や
、
脳
疾
患
で
治
療
中
の
人
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
実
施
医
療
機
関　

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

▼
内　

容

　

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ

撮
影
、
問
診
、
身
長
・
体
重
・
血
圧

測
定

▼
負
担
額　

６
３
０
０
円

　
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
０
円
）

【
人
間
ド
ッ
ク
早
期
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
】

　

８
月
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

人
に
限
り
、
早
期
に
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

７
月
５
日
（
木
）
〜
20
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

特
別
医
療
費
助
成
制
度

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、
申

請
に
よ
り
、
一
定
額
の
負
担
で
医
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

受
給
資
格
証
を
交
付
し
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

【
ひ
と
り
親
家
庭
】

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世

帯
で
、
平
成
12
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
を
扶
養
し
て
い
る
、
配

偶
者
の
い
な
い
父
か
母

【
障
が
い
の
あ
る
人
】

　

平
成
30
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
ま
た
は

療
育
手
帳
Ｂ
を
持
っ
て
い
る
人

▼
自
己
負
担
限
度
額（
１
医
療
機
関
、

１
日
あ
た
り
）

◇
通
院　

５
３
０
円

（
月
４
回
ま
で
。
院
外
薬
局
は
無
料
）

◇
入
院　

１
２
０
０
円

▼
持
参
す
る
も
の

◇
健
康
保
険
証
（
世
帯
全
員
分
）

◇
印　

章

◇
児
童
扶
養
手
当
、
遺
族
年
金
の
証

　

書
な
ど
ひ
と
り
親
の
状
況
が
わ
か

　

る
も
の
（
ひ
と
り
親
家
庭
）

◇
身
障
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
障

　

が
い
の
状
況
が
わ
か
る
も
の
（
障

　

が
い
の
あ
る
人
）

※
申
請
月
の
１
日
ま
で
し
か
さ
か
の

　

ぼ
っ
て
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
保
険
年

金
係　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
５
）
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高額療養費の自己負担限度額が変わります

▼問い合わせ先　市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

　後期高齢者医療制度に加入されている人と、国民健康保険で７０歳以上の人の高額療養費の自己負
担限度額が、８月から変わります。
　ただし、低所得者（非課税世帯）Ⅰ・Ⅱ、７０歳未満の区分は変更はありません。
　制度を維持していくため、世代間の公平を図り、負担能力に応じた負担とする見直しです。ご理解
をお願いします。
　８月から現役並みⅠ・Ⅱの区分の人も、高額な医療費がかかる場合、限度額適用認定証が必要にな
ります。
　８月から使用できる限度額適用認定証の申請は８月１日から受け付けます。
　申請の際は、印章（スタンプ印は不可）と保険証をご持参ください。

○高額療養費の自己負担限度額（月額）

※１　年間（８月～翌年７月）の限度額は１４４，４００円です。

※２　過去１２カ月以内に医療費の自己負担が４回以上、外来＋入院（世帯単位）の限度額を超えた場合の４回

　　　目以降の限度額です。

※３　過去１２カ月以内に医療費の自己負担が４回以上限度額を超えた場合の４回目以降の限度額です。

▼７月まで

所得区分

自己負担限度額 ( 月額 )

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み所得者
（課税所得１４５万円以上）

５７，６００円
８０，１００円＋

（医療費－２６７，０００円）×１％
[ ４４，４００円　※２]

一　般
（課税所得１４５万円未満）

１４，０００円　※１
５７，６００円

[ ４４，４００円　※２]

▼８月から

所得区分

自己負担限度額 ( 月額 )

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
所得者

現役並みⅢ
（課税所得６９０万円以上）

２５２，６００円＋（医療費－８４２，０００円）×１％
[ １４０，１００円　※３]

現役並みⅡ
（課税所得３８０万円以上）

１６７，４００円＋（医療費－５５８，０００円）×１％
[ ９３，０００円　※３]

現役並みⅠ
（課税所得１４５万円以上）

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％
[ ４４，４００円　※３]

一　般 課税所得１４５万円未満 １８，０００円　※１
５７，６００円

[ ４４，４００円　※２]

市報さかいみなと　8



後期高齢者医療保険からのお知らせ

■ 後期高齢者医療保険料額決定通知書を送付します

　平成３０年度後期高齢者医療保険料額決定通知書を７月中旬に送付します。

【納付方法】　◇特別徴収　…　年金からの引き去り（申請により普通徴収の口座振替に変更できます）

　　　　　　◇普通徴収　…　納付書により金融機関等で納付（手続きにより口座振替もできます）

【保険料の軽減率変更について】

①所得割の額が変わる人（年収約１５３万円～約２１１万円の人）

　平成２９年度までは特例的に２割軽減されていましたが、平成３０年度から軽減措置がなくなります。

②均等割の額が変わる人（元被扶養者で、特定の要件に該当する人）

　平成２９年度までは特例的に７割軽減されていましたが、平成３０年度は５割軽減となります。

　※元被扶養者…７５歳になる前日に、家族の会社の健康保険などで被扶養者だった人のことです。

　※特定の要件とは…（例）・単身の人であれば、年金収入が１６８万円を超える人など

　　　　　　　　　　　　・７５歳以上の夫婦２人であれば、一方の年金収入が１６８万円を超える人など

【保険料の賦課限度額について】

　平成３０年度より保険料の賦課限度額が５７万円から６２万円に変更となります。

■ 新しい「後期高齢者医療被保険者証」を送付します

　現在お使いの保険証の有効期限が７月末で切れるため、８月から有効の新しい保険証を簡易書留で７月中旬に一

斉に送付します。届いたら、記載内容をご確認ください。また、７月末までに届かない場合は、お問い合わせください。

■「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」を送付します

◇現在、認定証をお持ちの人：８月１日からも引き続き該当になる場合は、新しい認定証を送付します。（申請不要）

◇認定証をお持ちでない人：後期高齢者医療被保険者の同一世帯全員が住民税非課税の場合、新たに申請できます。

　【申請について】　 ▼受付開始　８月１日（水）から随時

　　　　　　　　　 ▼申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証、印章（スタンプ印は不可）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過去１２カ月の入院期間がわかるもの（該当者のみ）

　　　　　　　　　 ▼受付場所　市民課保険年金係

▼問い合わせ先　◇市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

　　　　　　　　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合（☎０８５８－３２－１０９７）

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請

が
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
一
定
の
割
合
で
将
来
受
給
す
る

年
金
額
の
計
算
に
算
入
さ
れ
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
も
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
一
部
免
除
の
場
合
は
免
除
後
の
保
険
料
の
納

付
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
年
金
手
帳
等
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

◇
印
章
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

◇
失
業
者
の
特
例
を
適
用
す
る
場
合
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

　

職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等

※
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
さ
か

　

の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所　

（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

　

市
民
課
保
険
年
金
係　
　
　
　
　
　

（
☎
47
‐
１
０
３
５
）

種類
免除される
保険料

（H30.4 ～）

納付する
保険料

将来受給する
年金額への
反映率

全額免除 16,340 円 0 円 
全額納付の
８分の４

４分の３
免除

12,250 円 4,090 円
全額納付の
８分の５

半額免除 8,170 円 8,170 円
全額納付の
８分の６

４分の１
免除

4,080 円 12,260 円
全額納付の
８分の７
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　鳥取県は、同和対策事業措置法が施行された昭和４５年に「部落解放月間」を制定し、現在に至っています。私たち
のまわりには、いろいろな人権問題があります。同和問題の解決は、憲法にある「基本的人権の尊重」の実現を目指すこ

とであり、すべての国民にとって、大切な課題であるといえます。

部落解放月間　（７月１０日～８月９日）

　差別落書きや身元調査、そして近年はインターネット上の心無い書き込みやヘイトス

ピーチなど、まだまだ差別が解消されていないのが現状です。私たち一人ひとりが同和

問題を正しく理解し、他人事でなく自分の問題として考え、「差別をしない・させない・

許さない」意識を持って行動することが大切です。

　平成２８年１２月には、「部落差別の解消の推進に関する法律」（部落差別解消法）が

公布・施行され、国や地方公共団体の責務として、部落差別解消の必要性について、国

民一人ひとりが理解を深め、相談体制の充実や差別解消のための教育・啓発を行うよう

努めなければならないことを明確にしました。

『社会を明るくする運動』強調月間・再犯防止啓発月間　（７月）
　
　この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について

理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築

こうとする全国的な運動で、今年で、６８回目となります。

　 ▼重点事項

　　◇就労・住居等の生活基盤づくりにつながる取組の推進

　　◇立ち直りを支える取組について協力の拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・非行少年等が学びを継続できる環境を作ること

境港　ふれあい・ほっと　アカデミー　ｉｎ　サマー　（人権学習講座）
　
境港市人権教育推進協議会では、部落解放月間に合わせて、同和問題についての人権学習講座（講演会）を開催します。

たくさんの皆さんのご参加をお待ちしています。

　　 ▼とき　７月２６日（木）午後７時３０分～９時　　 ▼ところ　保健相談センター講堂　　 ▼入場料　無料

　　 ▼内容　講演会　　演題　『差別は生きている　～今ここにある差別の現実と向き合って～ 』　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　講師　澤田 真美さん（大山町人権同和教育推進協議会事務局長）

人権に関する悩み相談窓口の開設

　鳥取県では、人権に関することでお悩みの方の相談をお聴きする「人権相談窓口」と24時間電話対応の「こどもいじ

め人権相談窓口」を設けて、問題解決のための支援を行っています。お気軽にご相談ください。

　　 ▼人権相談窓口

　　　◇相談窓口　鳥取県西部総合事務所 地域振興局

　　　◇相談方法　電話、面接（要予約）、電子メール

　　　　　　　　　☎３１－９６４９　　　jinkensoudan@pref.tottori.lg.jp

　　　◇受付時間　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時（祝日、年末年始は除く）

　　 ▼こどもいじめ人権相談窓口

　　　◇相談窓口　鳥取県 人権・同和対策課

　　　◇相談方法　電話、面接（要予約）、電子メール

　　　　　　　　　☎０８５７－２９－２１１５　　　ijime-soudan@pref.tottori.lg.jp

　　　◇受付時間　月曜日～金曜日 午前９時～午後５時

　　　　　　　　　（祝日、年末年始は除く）

                         ※電話相談は２４時間対応
　　　　

みんなで考える　人権の夏
   ～７月１０日から８月９日は「部落解放月間」です～

■問い合わせ先

　地域振興課人権政策室　（☎４７－１１０２）

Mail

Mail
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１．職員の任免、職員数に関する状況

（１）採用試験の実施状況（平成３０年４月採用分）

（２）採用の状況（平成２９年４月採用）

　◇一般事務：５人　◇技師：１人　◇保育士：１人

（３）退職の状況

（４）職員派遣の状況

　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合 ：１人 （平成２５年４月～）

　◇一般社団法人境港水産振興協会 ：１人（平成２５年７月～）

　◇鳥取県職員人材開発センター：１人（平成２８年４月～）

　◇境港市社会福祉協議会：１人（平成２９年４月～）

　◇鳥取県（相互派遣）：１人（平成２９年４月～）

２．職員の人事評価の状況

　◇評価の回数：２回

　◇評価の時期：上期９月、下期３月

　◇評価の対象者数：上期２３１人、下期２２２人

３．職員の勤務時間等の状況

（１）標準的な勤務時間（平成３０年４月１日現在）

　◇１週間あたり３８時間４５分

　◇午前８時３０分～午後５時１５分

　　（休憩時間：正午～午後１時）

（２）年次有給休暇の取得状況

　◇１人当たり平均取得日数：９日と４時間

　◇取得率（総取得日数／総付与日数）：２５．１％

（３）特別休暇の取得状況（主なもの）

（４）旅費（一般職および特別職）

４．職員の休業の状況

■育児休業の取得状況

　◇新規：１件　◇延長：１件　

　◇前年度からの継続：２件

５．職員の分限、懲戒処分の状況

　◇分限処分　　休職６人

６．職員の研修の状況

■市が独自に行うもの

　新規採用職員研修、接遇研修、人権研修、メンタルヘル

ス研修など

■鳥取県職員人材開発センターが開催するもの

　情報収集・分析力基礎講座、クレーム対応講座、仕事の

進め方講座、財務３表の読み方講座、条例の見方・読み方・

作り方講座など

■全国市町村国際文化研修所が開催するもの

　児童虐待への対応、保育行政研修、公共政策技法研修

■市町村職員中央研修所が開催するもの

　研修講師養成講座

７．職員の福祉の状況

■健康診断の状況

　定期健康診断、人間ドック、特別定期健康診断、婦人検

診、 がん（胃・肺・大腸）検診、歯科検診

区　分 申込者数
第１次試験
受験者数（A）

第１次試験
合格者数

最終合格者数
（B）

競争率
（A）／（B）

一般事務 55 人 41 人 18 人 8 人 5.1 倍

保健師 2人 2人 2人 1人 2.0 倍

保育士 13 人 13 人 8 人 2 人 6.5 倍

▼問い合わせ先

　総務課職員係　（☎４７－１００９）

日当
（１日当たり）

宿泊料（１夜当たり） 食卓料
(1夜当たり )県内 県外

1,100 円 9,800 円 10,900 円 1,100 円区　分 定年退職 早期退職 その他

平成３０年３月３１日付け 7人 2人 0人

年度中途 0人 0人 1人

休暇種類 取得人数 取得日数

夏季 230 人 660 日

服喪等 38 人 84 日

結婚 5人 29 日

出産 7人 120 日

子の看護 20 人 64 日と 2時間

※有給・特別休暇の集計期間は平成２９年４月１日から
　平成３０年３月３１日

人 事 行 政 の 運 営 状 況人 事 行 政 の 運 営 状 況

　平成２９年度の職員に関する人事行政の運営状況をお知らせします。

　（別途、公表済みの給与および職員数に関するものは除きます。）
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市民活動推進補助金の対象事業を募集します

市民活動を行う団体に必要経費の一部を補助する「市民活動推進補助金」の対象となる事業を募集します。（第３回）

【市民活動推進補助金の概要】　　　　　　

▼対象団体

　団体の運営に関する規約等があり、市内で活動する市民活動

団体または、市内で営利を目的としない社会貢献活動を行う団

体が対象です。

▼対象事業

　市民活動を促進するために適当と認められる事業です。

　（例）◇花いっぱい運動などの緑化事業

　　　◇市民活動団体の設立準備

　　　◇すでに活動している団体が新たにはじめる事業

　　　◇これまでの活動を拡充するための事業

　　　◇イベント開催などの一時的に実施する事業

※日頃行われている事業や定期的に行われている事業は対象外

▼補助限度額　　

◇新規設立事業　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）

◇一般事業

　・１回目　　　３０万円（補助対象経費の３分の２以内）

　・２回目以降　２０万円（補助対象経費の２分の１以内）

◇緑化事業　　　　６万円（補助対象経費の５分の4以内）

▼申し込み方法

　申請書などの必要書類を提出してください。

※申請書は市ホームページまたは、地域振興課窓口にて配布し

　ます。

▼申込期限　７月１８日（水）

※４次募集は１０月を予定しています。（ただし、応募状況に

　より募集を行わない場合があります。）

▼審査方法等

　８月初旬に開催予定の審査会において、申請団体によるプレ

ゼンテーションを行います。

【平成２９年度補助金交付団体】

◎一般事業・新規設立事業　　　　　　 　　  （円）

◎緑化事業　　　　　　　　　　　　　 　　  （円）

団体名 事 業 名 交付額

さかいみなと中野港
漁村市実行委員会

沿岸の魚を美味しく
食べる実演＆試食

100,000

平和のための戦争展
境港市実行委員会

第 4回平和のための戦争展 78,000

カニカニマラソン
実行委員会

第３回
カニカニマラソン大会

200,000

境港歴史研究会
「お台場ものがたり」
出版事業

198,000

団体名 事 業 名 交付額

鳥取県立
境港総合技術高等学校
ボランティア同好会

花いっぱいふれあい事業 60,000

京和自治会 京和会花いっぱい運動 42,000

竹内マツ植樹隊
竹内西緑地へのマツ苗
植栽及び管理

60,000

渡小学校ＰＴＡ 花いっぱい運動 60,000

境港市立
外江小学校ＰＴＡ

しらおの森は花いっぱい 60,000

境港市立
境小学校ＰＴＡ

花いっぱいの境小 60,000

上道小学校ＰＴＡ 花いっぱいふれ合い事業 59,000

境港市立余子小学校
保護者と先生の会

はないっぱい運動 60,000

中浜小学校保護者と
先生の会

中浜小学校
校内緑化推進事業

31,000

誠道小学校ＰＴＡ 花いっぱい運動 60,000

▼申し込み先・問い合わせ先
　地域振興課企画係（☎４７－１０２４）

京和会花いっぱい運動
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 ７月２１日（土）

 境港妖怪ジャズフェスティバル２０１8

▼と　き　一般入場　午後３時３０分

　　　　　（先行入場　午後３時１５分）

　　　　　開演　午後４時　／　終演　午後１０時

▼ところ　ＪＲ境港駅前駐車場特設ステージ

▼料　金　一　　般　　６，０００円（当日７，０００円）

　　　　　高校生以下　２，０００円（当日２，５００円）

　　　　　※全席自由

▼出　演　①N
ネ イ バ ー ズ

EIGHBORS C
コ ン プ レ イ ン

OMPLAIN

　　　　　②→
ピ ア ノ ジ ャ ッ ク

Pia-no-jaC←

　　　　　③矢井田瞳

　　　　　④ H
エイチ

Z
ゼ ッ ト リ オ

ETTRIO　

　　　　　⑤まらしぃ

　　　　　⑥佐藤竹善×押尾コータロー

　　　　　　Guest:Shiho（ex:F
フライド

ried P
プライド

ride）

 ７月２２日（日）

第７３回みなと祭

◇大漁祈願祭・マグロの奉納

　マグロの解体ショー

◇みなとのまち大漁パレード

　海上パレード、みこしパレード

◇みなとのまち踊りステージ

◇お祭り広場・縁日・ステージイベント

郷土芸能披露、街かどマジックショー、ちびっこ遊

園地、みなとの町ちびっこのど自慢大会プラス何で

も自慢大会、三地直装イワシマンショー、境高校書

道部パフォーマンス、みなとLIVE（座・大黒堂、

T
ザ

HE M
マ ッ ケ ン ロ ー

cE'n'ROLL、美保基地音楽部、港B'z、港ベ

ンチャーズ）、境港大漁太鼓、奥日野源流太鼓

◇花火大会・灯ろう流し

境港妖怪ジャズフェスティバル２０１8・第７3回みなと祭

交 通 規 制 の お 知 ら せ

　　　　境港妖怪ジャズフェスティバル、みなと祭の当日は交通規制を行います。規制中は現地交通誘導員の指示

　　　または案内看板などに従って迂回をお願いします。会場までは、なるべく公共交通機関でお越しください。

会場

境港妖怪ジャズフェスティバル　交通規制
【７月２１日（土）】

▲

規制時間
①午後１時３０分　～　午後１１時
②午前９時　～　午後１１時

境港駅

お祭り広場

▲

規制時間
①午前９時　～　午後１０時
②午前９時５０分　～　午後１１時
③午後７時　～　午後１０時

みなと祭　交通規制
【７月２２日（日）】

境港駅

【問い合わせ先】　通商観光課観光振興係（☎４７－１０６８）

②
②

②

①

①

①

②

③
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　大山圏域は、昼だけでなく夜ならではの魅力もいっぱいです。今回は「夜」を楽しむイベントを紹介します。

＜関連イベントの一部を紹介＞

大山「星」のフェスティバル
　　星空観察の絶景スポットが数多くある大山圏域。星空観察や星にまつわるトークショー、移動式プラネタリウムに

　よる映像上映など、星の魅力を満喫します。

　 ▼とき・ところ

　　７月１４日（土）　ふるさと交流センター、母塚山展望駐車場（南部町）

　　７月２１日（土）　桝水高原（伯耆町）

　　８月２５日（土）　休暇村奥大山（江府町）

　　９月１５日（土）　むきばんだ史跡公園（大山町）

　１０月２０日（土）　米子市児童文化センター（米子市）

「福
ふく

万
ま

来
き

ホタル乃国」プロジェクト（ホタル観賞）
　　日南町福万来地区は、ヒメボタルとゲンジボタルの幻想的な共演を見ることのできる希少な鑑賞地です。

　 ▼とき・ところ　６月３０日（土）～７月１６日（月）　福万来地区（日南町）

米子城跡ライトアップ
　　ライトアップにより、夜空に浮かぶ黄金色の米子城跡を堪能できます。

　 ▼とき・ところ　７月２７日（金）～８月１６日（木）　米子城跡（米子市）

【７月実施の関連イベント】

と　　き イベント名 ところ

７月１日（日）～９月３０日（日） 大山山麓の謎解き宝探し 大山山麓エリア

７月１日（日） 弁慶ライド２０１８
大山寺発着、中海・宍道湖周回コー
ス

７月１４日（土）・１５日（日） 特別版もひとり神事 大神山神社ほか

７月１５日（日） 第３８回全日本トライアスロン皆生大会 大山山麓エリア

７月２１日（土）
フェスティバル・ディア・マスミズ
天空星空２０１８プログラム

桝水高原

７月２１日（土）
第１７回境港妖怪ジャズフェスティバ
ル２０１８（みなと祭前夜祭）

境港市内

７月２１日（土）～８月３１日（金） 大山・三徳山連携パネル展示 三朝温泉通り

７月２２日（日） 第７３回みなと祭 境港市内

７月２８日（土）・２９日（日） 第４５回米子がいな祭 ＪＲ米子駅前ほか

７月２９日（日） 大山・三徳山伝統芸能交流 三朝町

７月２９日（日）～８月２６日（日）
特別展示「大山山麓の至宝」
～大山ゆかりの刀を中心に～

米子市美術館

※この他にも期間中はたくさんのイベントが行われます。公式ホームページやフェイスブックにて随時お知らせします。

▼問い合わせ先　伯耆国「大山開山１３００年祭」実行委員会　（☎３１－９３７１）

　　　　　　　　公式ホームページアドレス　http://www.daisen1300.org/

大山圏域夜の魅力
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元気だからこそ毎年検診に行こう！ !元気だからこそ毎年検診に行こう！ !
８月から検診がはじまります８月から検診がはじまります

市では以下の検診を実施します。

７月末、対象の人にお得な受診券をお届けしますので、今年も必ず受診しましょう。
最高で合計約４万円分の検診が、わずか１割程度の負担で受けられます。

◇集団検診については、市報８月号で詳しい日程等をお知らせします。

◇個人負担金、受診方法は受診券をご確認ください。

◇例年９月以降は受診が集中します。早めの受診をお勧めします。

◇受診券が届かない人、転入した人、紛失した人は、再交付しますのでご連絡ください。

　※再交付時には、本人確認のできる保険証等を持参してください。

がんは、進行するまでほとんど自覚症状が出ないため、

元気なうちから、毎年継続して検診を受けることが大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】健康推進課成人保健係（☎４７－１０４３・１０４１）

検診種類 対　　　象 内　　　容 期　　間

①生活習慣病予防の健診
　（特定・長寿健診）

４０歳以上の国民健康保険・
後期高齢者医療保険の被保険者

身長、体重、血圧測定、血液検査、
尿検査など ８月１日～

来年１月３１日
②肝炎ウイルス検査 ４０歳以上の過去の未受診者 血液検査

③胃がん検診

４０歳以上の人

胃カメラまたは胃のレントゲン

８月１日～
来年２月２８日

④大腸がん検診 採便検査（２日間）

⑤肺がん検診（結核検診を含む） 胸のレントゲン

⑥乳がん検診 ４０歳以上の女性
マンモグラフィ
（乳房のレントゲン）

⑦子宮がん検診 ２０歳以上の女性
細胞診検査
（綿棒等で細胞を採取）

　7月末にお届けする受診券で、およそ１０分の１の個人負担で検診が受けられます。

　４月３０日（月・祝）をもって閉館した境港

市民会館の解体工事が、６月２０日（水）より

始まっています。

　工期は来年３月末までで、８月中旬から、図

のとおり、市民会館付近の駐車場が使用できな

くなります。

　それに伴い、７月から市役所別館南側を来庁

者用の駐車場として開放します。

　工事期間中は、市民の皆

さんにご不便等をおかけし

ますが、ご理解をいただき

ますよう、よろしくお願い

いたします。

▼問い合わせ先

　　生涯学習課

　　　　　　（☎４７－１０９２）

市民会館解体工事に伴い
市役所来庁者用駐車場が
変更になります

15　平成３０年７月



市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

《
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
　
　

境
地
区
部
会
》

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
は
境
小
の
親
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
今

の
グ
ル
ー
プ
で
継
続
し
て
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
境
小
の
先
生
方
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
と
健
全
な
育
成
の
た
め
様
々
な
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、
み
そ
な
め
地
蔵
祭
・

輪
く
ぐ
り
さ
ん
な
ど
の
見
回
り
活
動
、
み
な

と
祭
・
公
民
館
祭
の
参
加
な
ど
で
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
学
校
備
品
、
環
境
の
充
実
に
も

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
活
動
と
し
て
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
を
も
っ
と
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
始
め
た
「
ら
く
が
き
大
会
」
は

今
年
で
６
回
目
を
数
え
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
も
観
光
に
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
い

思
い
出
を
作
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

最
近
は
親
会
発
足
当
時
の
子
ど
も
た
ち
が

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
境
地
区
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
多

く
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
参
加
し
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
出
会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
一

緒
に
思
い
出
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
人
、
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
中
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

代
表
者　

松
下
美
智
弘　

さ
ん

　

事
務
局　

阪
部　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
８
３
）

©水木プロ

 洋画家・小灘一紀さん
日展で内閣総理大臣賞を受賞

　昨年開催された「改組新第４回日展」において、境港市
出身の洋画家・小灘一紀さん（大阪市堺市在住）の作品が、

最高賞の内閣総理大臣賞に選ばれました。

　小灘さんは、ライフワークとして日本神話をテーマにした

作品に取り組んでおられ、今回の受賞作品は神武天皇の皇后

を描いた作品です。爽やかな色彩と気品が最高賞にふさわし

い風格を有すると評価され、５月２７日（日）に開催された

祝賀会には、同級生や美術関係者などが多数集まり小灘さん

の偉業をたたえました。

デフサッカー「アジア太平洋選手権」
女子日本で最年少代表として初出場
アジア大会を制し、日本代表チームの２０２０年

デフサッカーワールドカップ出場を獲得

　４月２３日（月）から５月６日（日）にかけ、韓国昌
チャンウォン

原市で

開催された聴覚に障がいのある選手によるデフサッカー「アジア

太平洋選手権」に日本代表として初出場した第二中学校２年の山

崎優子さんが、市長に優勝報告を行いました。

　中国地区から唯一の代表である山崎さんは、最年少選出であり

ながら、ネパール戦で３得点、韓国戦で２得点と、日本代表チー

ムのワールドカップ出場を決める活躍をしました。市長は「素晴

らしい活躍で市民の誇り」とたたえ、今後の活躍を期待しました。

受
賞
作
品
「
伊い

須す

気け

余よ

理り

比ひ

売め

」

市報さかいみなと　16



フレイル予防による長寿のまちづくり
　フレイル予防講演会を実施

　５月２９日（火）、文化ホールで、東京大学高齢社会総合

研究機構特任研究員の神谷哲朗先生による講演会を開催しま

した。「フレイル」とは年齢とともに心身の活動（筋力・認

知機能・社会とのつながり）が低下した虚弱な状態を意味し、

その予防として、栄養・身体活動・社会参加が重要であると

言われています。講演では先進地での具体的な実践の紹介を

交えながら、元気な高齢者を増やすために、地域全体で住民

ひとりひとりが自主的にフレイル予防に取り組む重要性につ

いてお話しいただきました。

～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、皆さんのグループ活動を広く市民に知っていただくため、市内で活動されて

いるグループを毎月紹介しています。

　芸術、スポーツ、ボランティア、健康運動など、市内で活動されているグループ・サークルはもちろん、

各地区の公民館を会場に自主的に活動されている皆さんも大歓迎です！

　開催予定のイベント告知、新しいメンバー・仲間の募集など、案内も兼ねてグループの活動を紹介し

ていただいてもかまいません。また、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせ

ください。皆さんのご応募お待ちしています。

、

し

せ

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

美しい自然環境の保全をめざして
　中海・宍道湖一斉清掃を実施

　ラムサール条約湿地である中海・宍道湖の一斉清掃が、

６月１０日（日）に鳥取・島根両県で実施されました。今

年のメイン会場である境港市では、夕日ヶ丘１丁目中浜港

の護岸で行われました。

　この日は４１２人が参加し、１時間ほどの清掃で約

４２０ｋｇのごみが集まりました。

　中海・宍道湖の自然環境を次世代に引き継いでいくため

にも、環境保全と賢明な利用について、あらためて考え直

してみましょう

17　平成３０年７月



▼受験資格

　昭和６０年４月２日から平成１３年４月１日までに

生まれた人（大学卒業者または大学卒業見込者は受験

できません。※短期大学を除く）

▼受付期間

　７月２７日（金）から８月１３日（月）

　※消印有効

▼第一次試験

　９月１６日（日）

　受験案内は、７月中旬ごろから警察本部、各警察署（交

番・駐在所）等において配布する予定です。また、鳥取

県ホームページから受験申込書をプリントアウトして申

込むこともできます。

　警察官Ａ（大卒程度※短期大学を除く）、

警察行政職員（高卒程度）の採用試験も

実施します。

　詳しくは受験案内等をご確認ください。
　

お問い合わせはこちら！！

　鳥取県警察本部警務課人事第二係

　採用案内フリーダイヤル　０１２０－０２２－７１２

　ホームページ　http://www.pref.tottori.lg.jp/police/

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署（☎ 44 － 0110）

平成３０年度警察官Ｂ採用試験

　

古
く
か
ら
交
易
で
栄
え
た
港
町
「
境

港
」。
そ
の
歴
史
の
中
、
活
躍
し
て
い
る

国
の
機
関
に
「
検
疫
所
」
が
あ
り
ま
す
。

全
国
の
主
要
な
海
港
・
空
港
に
て
外
国
か

ら
の
検
疫
感
染
症
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の

船
舶
・
航
空
機
の
検
疫
及
び
輸
入
食
品
の

安
全
確
保
の
た
め
の
監
視
等
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
年
）、

井
伊
直
弼
が
大
老
と
な
り
、
諸
外
国
と
修

好
通
商
条
約
を
締
結
し
ま
す
が
、
そ
の
後

長
崎
で
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、
江
戸
に
も
広

ま
り
、
死
者
は
武
家
２
万
２
千
人
、
町
屋

１
万
８
千
人
に
も
な
り
ま
し
た
。
翌
安
政

６
年
、
再
び
流
行
し
、
山
陰
地
方
の
被
害

も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
濱
ノ
目
の

村
々
に
も
広
が
り
、
渡
村
で
は
三
十
人
ほ

ど
が
煩
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
28
年
、
日
清
戦
争
終
結
後
、
中
国

か
ら
凱
旋
し
た
将
兵
等
に
よ
る
全
国
各
地

へ
の
伝
播
に
よ
り
、
患
者
５
万
５
千
人
余

、
死
者
４
万
人
余
と
い
う
惨
状
を
呈
し
ま

す
。
こ
の
年
、
広
島
県
安
芸
郡
似
島
に
臨

時
陸
軍
検
疫
所
が
設
置
さ
れ
、
現
行
検
疫

法
の
先
駆
け
的
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
22
年
、
検
疫
所
官
制
が
布
告
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
管
理
の
下
、
宇

品
検
疫
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
23

年
２
月
に
広
島
検
疫
所
へ
名
称
が
改
め
ら

れ
、
業
務
も
全
面
的
に
委
譲
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
出
張
所
は
、
昭
和
35
年
10
月
に
大
正

町
の
単
独
庁
舎
で
業
務
を
開
始
。
昭
和
45

年
４
月
に
境
港
港
湾
合
同
庁
舎
に
移
転
し

、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
北
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
と
し
て
、
ま
た
環
日
本
海
地
域
に

お
け
る
西
日
本
の
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
地
理
的
特
性
を
生
か
し
て
、
バ
ル
ク
・

コ
ン
テ
ナ
・
フ
ェ
リ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
等
多

様
な
船
舶
の
定
期
航
路
化
や
寄
港
促
進
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

境
出
張
所
の
検
疫
船
舶
数
は
、
開
所
当

時
は
年
間
で
約
30
隻
で
し
た
が
、
平
成
29

年
に
は
約
２
６
０
隻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
が
増
加

し
、
欧
米
お
よ
び
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

船
舶
検
疫
実
施
検
疫
人
数
は
、
平
成
27
年

が
約
２
万
人
で
し
た
が
、
平
成
29
年
に
は

３
倍
の
約
６
万
人
と
な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
輸
入
食
品
監
視
業
務
に
つ
い
て

は
、
平
成
４
年
10
月
に
境
出
張
所
に
鳥
取

島
根
両
県
を
管
轄
す
る
輸
入
食
品
の
届
出

窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
は
、
韓

国
、
中
国
等
か
ら
水
産
加
工
品
、
菓
子
原

料
等
が
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）
検
疫
制
度
１
０
０
周
年
記
念
誌
、

境
港
市
史
、
広
島
検
疫
所
境
出
張
所
業
務

概
況
な
ど

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
1212
））　　

〜
人
の
健
康
を
守
る
「
検
疫
所
」

〜
人
の
健
康
を
守
る
「
検
疫
所
」
〜〜

長寿社会課地域包括支援センター（☎ 47 － 1131）

　フレイルってなんでしょう？年を重ねて心身の活動

（筋力・認知機能・社会とのつながり）が低下した「虚弱」

な状態を意味します。

　東京大学高齢社会総合研究機構が実施した「栄養とか

らだの健康増進調査」結果の分析から、健康長寿の３つ

の柱として、栄養（食・口腔機能）・運動・社会参加が

注目されています。

　これら３つの柱は相互に影響し合っており、かつ、体

が衰える最初の入り口となりやすいのは、社会参加の機

会の低下であると言われています。

　いつまでも元気で暮らせるように、しっかり食べて、

動いて、地域のみんなで楽しくフレイル予防に取り組み

ましょう。

地域包括支援センターからのお知らせ地域包括支援センターからのお知らせ

みんなで楽しくフレイル予防！その１

﹇
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構

飯
島
勝
矢
監
修
予
防
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
﹈
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情報あらかると

【事例】

　「近所で屋根工事をしているが、お宅の屋根も点検さ

せてほしい」と突然業者が訪問してきた。点検の後で業

者から「このままでは雨漏りする。すぐに工事した方が

良い。今契約してくれたら特別価格にしておく」とせか

され契約した。しかし、あとで冷静になると、本当に必

要な工事だったのだろうかと不安になった。

【アドバイス】

○工事の勧誘が目的であるのに、無料や格安の点検を持

　ちかけ不安をあおって契約させる「点検商法」です。

○ 業者から「今だけ特別価格」「この地域にいるのは今

日だけ」と契約を急かされてもその場で契約しない

ようにしましょう。

○点検を依頼した場合でも結果をうのみにせず、家族や

　周囲の人に相談したり、自分で判断できない工事など

　は、複数の業者に見積もりを依頼するなど、本当に必

　要な契約かどうか十分に検討しましょう。

○「火災保険の保険金で修繕できる。自己負担は一切な

　い」などと勧誘する手口もみられますが、保険金が支

　払われず自己負担になるケースもあります。保険会社

　等にも事前に相談しましょう。

○訪問販売は契約書面を受け取った日を含めて８日以内

　であれば、クーリング・オフ通知を出すことで契約が

　解除できます。

○困った時はご相談ください。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

不安をあおって契約をさせる「点検商法」

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

194消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）
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今も残る差別意識
～同和問題の現状～

部落解放月間（７月１０日～８月９日）

　日本社会の歴史的変遷の過程で形づくられた身分的

差別により、日本国民の一部の人々が、長い間、職業

や住まい、結婚、交際等を制限される差別を受けてい

ました。明治以来、制度上の「身分差別」はなくなり

ました。その後、国や地方公共団体が、様々な施策を

講じてきたにもかかわらず、現在でも、特定の地域出

身であることやそこに住んでいることを理由に理不尽

な差別を受けるなど、人権が侵害されることがありま

す。それが、「同和問題(部落差別)」です。

　差別落書きや身元調査、そして近年は、インターネッ

ト上の心無い書き込みやヘイトスピーチなど、まだま

だ差別が解消されていないのが現状です。

　私たち一人ひとりが、同和問題を正しく理解し、他

人事でなく自分の問題として考え、「差別をしない・

させない」意識を持って行動することが大切です。

　７月１０日から８月９日は、「部落解放月間」です。

　毎年、夏の時期に、熱中症で救急搬送される人は全

国で約５万人と、大変多い数となっています。

　熱中症は、外出時に気をつければ良いと思われがち

ですが、実は室内でも発症し、場合によっては死亡す

ることがあります。また、天候や気温などの環境条件

だけでなく、その時の体調や、暑さに対する慣れの程

度も影響して起こります。特に、高齢者と乳幼児は重

症化しやすいので細心の注意が必要です。

熱中症の予防法

　①エアコンや扇風機を上手に利用しましょう。

　②水分をこまめにとりましょう。

　③規則正しい生活をしましょう。

　④無理せず休憩をとりましょう。

　⑤強い日差しは避けましょう。

　
鳥取県内では、気温３５度以上の猛暑日や熱帯夜が

増加傾向で、今年の夏も暑くなることが予想されてい

ます。十分気をつけてお過ごしください。
　

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

保健師の
　ちょっと一言

「熱中症を予防しましょう」
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informationinformation

市
民
温
水
プ
ー
ル
時
間
休
業

　

市
民
総
体
の
開
催
に
伴
い
、
市
民

温
水
プ
ー
ル
は
時
間
休
業
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
午
後
３
時
以
降
は
通
常
通
り
営
業

　

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
境
港
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

の
一
部
を
助
成
す
る
券
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
利
用
で
き
る
市
内
の
施
術

機
関
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

満
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人

※
利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助　

　

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
ま

　

で
の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
印
章

【
在
宅
老
人
介
護
の
た
め
の
紙
お
む
つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

在
宅
で
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ

が
必
要
な
人
を
介
護
し
て
い
る
人

で
、
お
む
つ
使
用
者
、
介
護
者
が
共

に
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
人

▼
助
成
額
（
月
額
）　

１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

　

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介
護

　

し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５
０

　

円
分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
介
護
者
の
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

全

国

強

調

月

間

　

７
月
は
、
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
で
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
子
ど

も
を
見
守
る
大
人
の
存
在
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
が
相
互

に
協
力
・
連
携
し
て
、
青
少
年
の
規

範
意
識
の
醸
成
お
よ
び
有
害
環
境
へ

の
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

障
が
い
者
手
当
等
の
ご
案
内

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▼
対　

象

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
20
歳
以
上
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

２
万
６
９
４
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▼
対　

象

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
19
歳
以
下
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

１
万
４
６
５
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▼
対　

象

　

中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
19
歳

以
下
の
児
童
を
在
宅
で
養
育
し
て
い

る
人

▼
手
当
額
（
月
額
・
１
人
あ
た
り
）

◇
１
級　

５
万
１
７
０
０
円

◇
２
級　

３
万
４
４
３
０
円

【
共
通
事
項
】

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
認
定
基
準
や
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

　
　
　
　
　
　

FAX

42
‐
５
９
８
７

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

へ

の

訪

問

調

査

　

市
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
げ
る
た
め
、（
公
社
）
鳥
取
県

聴
覚
障
害
者
協
会
と
共
同
で
、
聴
覚

障
が
い
の
あ
る
人
等
を
対
象
に
、
訪

問
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
訪
問
調
査
期
間

　

８
月
20
日（
月
）〜
９
月
14
日（
金
）

▼
対　

象

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
聴

覚
障
が
い
の
あ
る
人
、
ま
た
は
難
聴

の
人
で
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人

▼
内　

容

　

市
お
よ
び
（
公
社
）
鳥
取
県
聴
覚

障
害
者
協
会
の
職
員
が
、
ご
自
宅
等

を
訪
問
し
、
普
段
の
生
活
に
関
し
て

詳
し
く
様
子
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

　
　
　
　
　
　

FAX

42
‐
５
９
８
７

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31
日
現

在
で
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
〜
４
人
規
模
の

事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、労
働
時
間
、

労
働
者
数
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に

は
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か

け
て
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
地
域
振
興
部
統
計
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
０
７
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

4

統
計

査
特

有　

料　

広　

告
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農
業
委
員
会
情
報　

農
地
の
転
用
に
つ
い
て

　

農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
を
農
地
転
用
と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
畑
や
田
を
整
地
し
て
住

宅
な
ど
を
建
築
し
た
り
、
駐
車
場
に

す
る
こ
と
、
ま
た
作
業
小
屋
な
ど
の

農
業
用
施
設
建
築
等
も
該
当
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
す
る
場
合
、
農
地
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。（
市

街
化
区
域
の
場
合
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。）

　

ま
た
、
過
去
に
住
宅
な
ど
を
建
築

し
、
地
目
が
畑
等
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

法
務
局
で
地
目
変
更
の
手
続
き
を
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
、
届
け
出
の
受
け
付
け

は
、
農
業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
）　　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

蜂

の

巣

の

駆

除

　

蜂
の
巣
の
駆
除
は
大
変
危
険
で
す

の
で
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
市
で
は
、
蜂
の
巣
の
駆
除
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

次
の
協
会
の
ほ
か
、
専
門
業
者
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
業
者
に
よ
り
条
件
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
複
数
の

業
者
に
料
金
等
を
確
認
し
た
う
え
で

ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

▼
協　

会

　

鳥
取
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協　

会
（
北
陽
産
業
（
株
）
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
１
４
５
６
）　

　
　
　
　
　
　

FAX

45
‐
４
１
１
７

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝

く

じ

発

売

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
発
売
期
間

　

７
月
９
日（
月
）〜
８
月
３
日（
金
）

▼
賞　

金

　

１
等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円

▼
そ
の
他

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
（
１
等

５
０
０
０
万
円
）
も
同
時
発
売
！

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

親
水
護
岸
完
成
記
念

夕
日
ヶ
丘「
水
辺
で
乾
杯
」

　

七
夕
の
日
の
夕
暮
れ
時
、
中
海
を

望
む
水
辺
で
一
斉
に
乾
杯
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

▼
と　

き　

７
月
７
日
（
土
）

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
芝

生
広
場　

▼
内　

容

◇
午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

・
ボ
ー
ト
・
ペ
ー
ロ
ン
体
験
乗
船
会

・
親
水
護
岸
の
散
策
・
清
掃

◇
午
後
６
時
35
分
〜
７
時
30
分

・
夕
日
ヶ
丘
親
水
護
岸
完
成
式

・
一
斉
乾
杯

・
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ミ　

　

ニ
コ
ン
サ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
、
一
斉
乾
杯
と
完
成　

　

式
の
み
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夕
日
ヶ
丘
「
水
辺
で
乾
杯
」
実
行

委
員
会
事
務
局
（
都
市
整
備
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
６
）

中

野

港

漁

村

市

　

美
保
湾
の
獲
れ
た
て
鮮
魚
の
対
面

販
売
や
干
物
・
野
菜
・
特
産
品
な
ど

の
販
売
、
旬
の
イ
ワ
ガ
キ
や
サ
ザ
エ

の
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
頃

※
鮮
魚
販
売
は
10
時
か
ら(

な
く
な

　

り
次
第
終
了)

▼
と
こ
ろ　

中
野
港
周
辺

▼
内　

容

　

沿
岸
物
の
鮮
魚
販
売
、
高
校
生
の

実
習
商
品
販
売
、
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー

ル
、
サ
ザ
エ
の
試
食
、
漁
師
め
し
の

販
売
な
ど

▼
そ
の
他

　

８
月
は
お
休
み
し
、
次
回
は
９
月

８
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
水
産
王
国
境
漁
港
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

水
産
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

「市報さかいみなと」がアプリで読めます
　 自治体広報紙がスマートフォンで手軽にご覧いただける、無料アプリ

『マチイロ』への「市報さかいみなと」の配信を開始しました。

　アプリのダウンロードは、右のＱＲコードを読み取るか、

『マチイロ』で検索してください。

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。 

※広告が表示されますが、境港市とは何ら関係ありません。

※『マチイロ』は、株式会社ホープ（☎092-716-1404）が作成しています。

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

催催  

しし
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informationinformation

健
康
づ
く
り
推
進
計
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

市
で
は
、
今
年
度
、
健
康
増
進
、

自
死
予
防
、
食
育
推
進
を
包
括
し
た

健
康
づ
く
り
推
進
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
尾お

﨑さ
き

米よ
ね

厚あ
つ

さ
ん

（
鳥
取
大
学
医
学
部
環
境
予
防
医
学

教
授
）
を
お
招
き
し
て
、
市
の
健
康

状
況
や
、
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
何
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
定　

員　
　
　

70
人
程
度

▼
申
込
期
限　

７
月
23
日
（
月
）

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

健
口
づ
く
り
講
演
会

後
期
高
齢
者
歯
科
・

口

腔

機

能

健

診

　

元
気
な
高
齢
者
を
増
や
そ
う
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

い
き
い
き
と
輝
い
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
、
健
口
づ
く
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

８
月
２
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

①
ミ
ニ
講
演
会

◇
テ
ー
マ
１

　

生
涯
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

◇
講　

師

　

鳥
取
県
西
部
歯
科
医
師
会
歯
科
医

　

師
◇
テ
ー
マ
２

　

元
気
で
過
ご
す
た
め
に

◇
講　

師

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師

②
歯
科
医
師
・
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

　

歯
科
・
口
腔
機
能
健
診
（
後
期
高

　

齢
者
広
域
連
合
の
事
業
）

※
②
の
健
診
は
、
受
診
券
発
行
の
た

　

め
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◇
対　

象　

75
歳
以
上
の
人

◇
定　

員　

20
人

◇
申
込
期
限　

７
月
23
日
（
月
）

◇
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

さ

か

い

み

な

と

【
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の

つ
ど
い
】

　

認
知
症
に
関
す
る
事
や
介
護
の
悩

み
を
話
す
場
所
で
す
。

▼
と　

き　

８
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

【
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
さ
か
い
み
な
と
】

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
気
軽
に

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
過
ご
せ
る
場
所

で
す
。

▼
と　

き　

７
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

は
ま
か
ぜ
認
知
症
カ
フ
ェ

　

季
節
の
お
菓
子
、
挽
き
立
て
珈
琲

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

７
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

　

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階　

は
ま
カ
フ
ェ

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
介
護
老
人
保
健
施
設

は
ま
か
ぜ　
　
（
☎
42
‐
３
１
９
０
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

夏
バ
テ
と
熱
中
症
対
策
講
座

　

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
し
、

活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
夏
バ
テ
と
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
夏

の
体
調
管
理
と
効
果
的
な
栄
養
の
取

り
方
を
学
び
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館 

▼
講　

師

　

井
田
純
子
さ
ん
（
済
生
会
境
港
総

合
病
院
看
護
師
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
専
門
療
法

士
）
ほ
か

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

韓

国

語

講

座

　

増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
に
対
し
、

外
国
人
受
け
入
れ
体
制
強
化
の
一
環

と
し
て
韓
国
語
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

８
月
21
日（
火
）〜
９
月
27
日（
木
）

の
間
の
毎
週
火
・
木
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
９
月
４
日
（
火
）、
６
日
（
木
）

　

は
お
休
み
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
第
１
会
議
室

（
２
階
）

▼
講　

師

　

崔サ
イ

玉
ギ
ョ
ク

花カ

さ
ん
（
市
国
際
交
流
員
）

▼
受
講
料

◇
商
工
会
議
所
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
６
０
円

◇
非
会
員　
　
　
　
　

４
３
２
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
、
消
費
税
含
む

▼
定　

員　

30
人

▼
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
１
１
１
１
）

と き 内 容

①７月２９日（日）

　午後１時３０分

　　　　　～３時３０分

・計画づくりや健康状況の説明

・地域で健康づくりに取り組むこと

　の大切さについて

・グループワーク

②９月１４日（金）

　午後７時～８時３０分

・１回目の振り返り

・グループワーク

市報さかいみなと　22



informationinformation

夏

休

み

企

画

裁
判
を
や
っ
て
み
よ
う
！

　

夏
休
み
に
裁
判
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
と　

き　

７
月
31
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
米
子
支

部▼
内　

容

　

模
擬
裁
判
、
評
議
、
質
疑
応
答
、

法
廷
内
見
学

▼
対
象
者　

小
学
５
・
６
年
生

▼
定　

員　

13
人
（
保
護
者
同
伴
）

※
申
し
込
み
受
け
付
け
順

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶
務

課　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
２
２
０
５
）

夏

休

み

創

業

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

　

鳥
取
県
西
部
９
市
町
村
で
は
創
業

支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
小
・
中

学
生
お
よ
び
高
校
生
を
対
象
に
夏
休

み
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
商
品
開
発
等

を
体
験
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
形

に
す
る
力
を
楽
し
み
な
が
ら
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
型
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ま
た
は
米
子
・
境

港
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
小
学
生
の
部
（
４
〜
６
年
生
）

　

８
月
18
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
５
時

◇
中
学
生
・
高
校
生
の
部

　

８
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

米
子
商
工
会
議
所

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

各
部
30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　

ま
す
。

▼
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
用
紙
を
メ
ー
ル
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
ま
た
は
電
話
で
事
務
局

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
商
工
会
議
所
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
５
１
３
１
）

　
　
　
　
　
　

FAX

22
‐
１
８
９
７

Mailcci@
y
o
n
ag
o
.n
et

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

夏
休
み
お
は
な
し
会

▼
と　

き　

７
月
30
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
１
階
和
室

▼
内　

容

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
紙
芝

居
な
ど

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

足
立
さ
ん　
　
（
☎
45
‐
３
０
７
６
）

自
衛
隊
募
集
説
明
会

　

平
成
30
年
度
自
衛
隊
募
集
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
７
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
会
議
室

▼
対　

象

　

来
年
４
月
１
日
現
在
で
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
人

▼
内　

容

　

自
衛
隊
各
種
試
験
の
説
明

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
２
４
４
０
）

手

話

奉

仕

員

養
成
講
習
会（
入
門
編
）

　

西
部
圏
域
市
町
村
で
は
、
き
こ
え

な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
手
話
奉

仕
員
を
養
成
す
る
た
め
、
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

10
月
４
日
〜
来
年
３
月
７
日
の　

毎
週
木
曜
日
（
21
回
）

　

午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
対　

象

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

（
高
校
生
以
上
）

▼
内　

容　

実
技
、
講
義

▼
定　

員　

40
人

▼
受
講
料　

２
０
０
０
円

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

◇
郵
送
で
の
申
し
込
み

　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、申
込
書
記
載
の
住
所
宛
に「
手

話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
申
込

書
」
在
中
と
赤
で
記
入
の
う
え
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の
申
し
込
み

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
送
信
後
、
問
い
合

わ
せ
先
へ
確
認
の
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み

　

鳥
取
県
聴
覚
障
害
者
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　
　

▼
申
込
期
限

　

９
月
19
日
（
水
）
必
着

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://to
rid
e
a
f.jp
/p
u
b
lic
s/

in
d
ex
/5
6
/

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

〒
６
８
２
‐
０
８
２
２

　

倉
吉
市
葵
町
７
２
４
‐
15

　

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５
）　

　

FAX

０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

境
港
再
発
見
講
座

境

港

楽

　

郷
土
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　

伊
能
忠
敬
も
歩
い
た
弓
ヶ
浜
半
島

〜
半
島
が
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
ら
れ

て
き
た
か
〜

▼
講　

師

　

面
谷
明
俊
さ
ん（
境
港
歴
史
楽
会
）

▼
と　

き　

７
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
楽
学
習
会　

定
岡
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐
６
１
９
１
）

海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

in
境
港
２
０
１
８
参
加
者

　

ヨ
ッ
ト
や
海
で
遊
べ
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容

◇
７
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

　

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

◇
７
月
22
日
（
日
）

　

体
験
セ
ー
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

シ
ー
フ
ー
ド
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

▼
と
こ
ろ　

境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

美
保
湾
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
山
根
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
１
３
３
２
‐
９
４
３
９
）

み

創
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相
撲
選
手
権
大
会
出
場
者

▼
と　

き　

７
月
21
日
（
土
）

◇
小
学
生
の
部　

午
後
２
時
〜

　
（
午
後
１
時
集
合
）

◇
一
般
の
部　

午
後
５
時
〜

　
（
午
後
４
時
30
分
集
合
）

▼
と
こ
ろ　

大
港
神
社
境
内

▼
参
加
内
容

◇
団
体
戦　

３
人
１
組

◇
個
人
戦　

小
学
生
以
上
（
制
限
な

　

し
）

▼
参
加
費　

１
人
１
０
０
円

▼
申
込
期
限　

７
月
14
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
相
撲
協
会　

結
城
さ
ん

　
　
　
（
☎
・
FAX

57
‐
４
０
２
０
）

◇
市
相
撲
協
会　

山
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
８
９
１
‐
１
９
９
２
）

永
野
む
つ
み
子
育
て
講
演
会

▼
と　

き　

８
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
の
申
し
込
み

　

が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館

▼
演　

題

　

言
葉
よ
り
も
語
る
も
の

　

〜
感
動
す
る
こ
と
・
育
つ
こ
と
〜

▼
講　

師

　

永
野
む
つ
み
さ
ん
（
人
形
劇
団
ひ

ぽ
ぽ
た
あ
む
代
表
）

▼
対　

象

　

子
育
て
中
の
人
、
保
育
士
、
子
ど

も
に
関
わ
る
人
ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
事
務
局

（
☎
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３
）

市
職
員
採
用
試
験

▼
採
用
予
定
者
数

◇
一
般
事
務　

７
人
程
度

◇
電
気
技
師　

１
人
程
度

▼
受
験
資
格

◇
一
般
事
務

・
住
所
要
件　

な
し

・
年
齢
要
件

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

◇
電
気
技
師

・
住
所
要
件　

な
し

・
年
齢
要
件

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
一
次
試
験
日　

９
月
16
日
（
日
）

▼
申
込
期
限　

８
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書

◇
自
己
紹
介
文

※
実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
項
・
提
出
書
類
は
総
務
課

　

で
交
付
し
ま
す
。

　
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

▼
採
用
予
定
日　

来
年
４
月
１
日

【
職
員
採
用
説
明
会
】

　

境
港
市
職
員
採
用
試
験
の
受
験
希

望
者
を
対
象
に「
職
員
採
用
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
境
港
市
職
員
と
し

て
働
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

７
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午（
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
内
容

◇
市
の
概
要
、
主
な
施
策
の
紹
介

◇
採
用
方
針
、
試
験
概
要
の
説
明

◇
採
用
後
の
給
与
、
勤
務
条
件
等
の

　

説
明

◇
先
輩
職
員
に
よ
る
職
場
体
験
談

◇
質
疑
応
答

▼
申
し
込
み
方
法

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
込
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、総
務
課
窓
口
ま
た
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
も

　

の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

７
月
25
日
（
水
）

▼
注
意
事
項

　

こ
の
説
明
会
参
加
の
有
無
が
、
今

後
の
採
用
選
考
に
影
響
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

ヤ

ン

グ

健

診

　

若
い
こ
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が

大
切
で
す
。
健
診
を
受
け
て
自
分
の

健
康
状
態
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

８
月
８
日
（
水
）

　

受
付
は
午
前
９
時
〜
11
時

※
電
話
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要

　

で
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

▼
内　

容

　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
診
察

▼
対　

象

①
19
歳
〜
39
歳
ま
で
の
人
（
昭
和
54

　

年
４
月
１
日
〜
平
成
11
年
３
月
31

　

日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
）

②
40
歳
以
上
で
子
育
て
中
の
人
（
妊

　

娠
中
の
人
、
他
で
健
康
診
査
を
受

　

け
る
機
会
の
あ
る
人
は
除
く
）

▼
募
集
人
数　

65
人

※
託
児
あ
り
（
先
着
20
名
）。
希
望
者

　

は
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ

　

い
。

▼
料　

金　

千
円　

▼
申
込
期
間

　

７
月
９
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者

　

日
本
遺
族
会
は
、
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
戦
没
者
の
遺
児
が

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
人
々
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

▼
募
集
地
域

　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト

ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

タ
イ
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
マ
ー

シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
中
国

▼
参
加
費　

各
地
域
と
も
10
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

　

帰
国
時
の
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手

　

数
料
等
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
地
域
に
よ
り
実
施
日
程
、
申
込
期

　

限
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

　

い
合
せ
下
さ
い
。

▼
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
（
☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１
）

◇
鳥
取
県
遺
族
会

（
☎
０
８
５
７
‐
39
‐
２
２
７
０
）

informationinformationinformationinformation
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informationinformationinformationinformation

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
の
短
期
水
泳
教
室

▼
と　

き

◇
１
期

　

７
月
23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

◇
２
期

　

７
月
30
日（
月
）〜
８
月
３
日（
金
）

◇
３
期

　

８
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

◇
４
期

　

８
月
20
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）

　

各
期
と
も
水
曜
日
は
休
館
、
時
間

は
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
対　

象　

３
〜
12
歳

※
小
学
６
年
生
ま
で

▼
内　

容

　

水
慣
れ
〜
４
種
目
（
ク
ロ
ー
ル
・

背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
）

▼
受
講
料
（
保
険
料
含
む
）

　

各
期　

４
千
円

▼
定　

員　

◇
１
・
３
・
４
期　

30
人

◇
２
期　
　
　
　

20
人

▼
申
込
期
限

◇
１
期　

７
月
14
日
（
土
）

◇
２
期　

７
月
21
日
（
土
）

◇
３
期　

７
月
28
日
（
土
）

◇
４
期　

８
月
10
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
境
港
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

９
月
入
所
生（
離
職
者
対
象
）

▼
募
集
訓
練
科
・
定
員

◇
産
業
技
術
科　

15
人

◇
ビ
ル
管
理
技
術
科　

12
人

◇
ス
マ
ー
ト
エ
コ
シ
ス
テ
ム
科　

10
人

▼
訓
練
期
間

　

９
月
４
日
（
火
）
〜
来
年
２
月
28

日
（
木
）

▼
募
集
期
間

　

７
月
11
日（
水
）〜
８
月
８
日（
水
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
が
別
途
必

　

要
で
す
。

▼
そ
の
他

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条
件
を
満

た
す
人
は
訓
練
最
終
日
ま
で
受
給
期

間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
訓
練
課　
　
　

　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
訓
練
科
・
定
員

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科　

10
人

▼
訓
練
概
要

　

ア
パ
レ
ル
全
般
職
に
必
要
な
基
礎

知
識
、
リ
メ
イ
ク
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等

の
知
識
・
技
能
の
修
得

▼
訓
練
期
間

　

９
月
14
日
（
金
）
〜
来
年
３
月
13

日
（
水
）

▼
募
集
期
間

　

７
月
２
日（
月
）〜
９
月
３
日（
月
）

▼
入
所
資
格

　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
が
別
途
必

　

要
で
す
。

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
は
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
３
９
１
１
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

７
月
31
日
（
火
）、８
月
31
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

▼
と　

き　

７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
第
１
会
議
室

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
贈
与
・
売

買
、
登
記
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
、

そ
の
他
の
法
律
問
題
な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

全
国
一
斉
不
動
産
表
示
登
記

無

料

相

談

会

▼
と　

き　

８
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
当
日
会

　

場
で
の
受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
番
地
３

　

ふ
れ
あ
い
の
里

▼
内　

容

　

土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、
土

地
・
建
物
の
表
示
に
関
す
る
登
記（
土

地
文
筆
、
建
物
新
築
等
）
の
相
談

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
７
０
３
８
）

《 

お
詫
び
と
訂
正 

》

　

市
報
６
月
号
の
内
容
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

▼
13
ペ
ー
ジ
『
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
強
化
週
間
』
記
事
内
の
実

施
期
間

【
誤
】

 

６
月
25
日
（
月
）
〜
７
月
１
日
（
日
）

【
正
】

 

８
月
29
日
（
水
）
〜
９
月
４
日
（
火
）

相相  
談談
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美哉幼稚園 びさい交流会
【わくわくクラブ「子ども縁日」】

　魚つり、あてくじ、お店やさんなど。みんなで来てね！

▼と　き　７月１２日（木）　午前１０時～お昼ごろ

　※７月５日（木）までに予約が必要です（先着２０組）。

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の

貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせください。

記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と同じです。

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【七夕飾りを作ろう】

▼と　き　７月７日（土）午前１０時～

　　　　　※事前申し込みが必要です（先着２０組）。

【園庭解放】
▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　（☎４２－２０４０）

子育てひろば

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】

▼と　き　７月１３日（金）　

　　　　　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　余子公民館

▼内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

【おおきくなったね！親子はみがき教室と誕生会】

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　７月１７日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　歯科衛生士さんのお話、ブラッシング指導と

　　　　　７月生まれの誕生会

▼持参する物　　歯ブラシ、コップ、タオル

【０歳さんあつまれ～！】

▼対　象　満１歳までの子どもとその保護者

▼と　き　７月２４日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時５０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　◇月齢に応じてベビーマッサージ

　　　　　◇月齢に応じてベビービクス

　　　　　◇月齢ごとにグループに分かれての交流

　　　　　◇離乳食、しつけ等についての情報交換など

▼持参する物　バスタオル

▼申し込み期限　７月２０日（金）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１１時～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　　　　　（乳幼児相談日と重なる時は、変更あり）

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」　

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

ファミリー・サポート・センター情報
【救命救急講習会】

　きらきら、ひまわりと共催で救命救急講習会を行います。

▼と　き　７月１８日（水）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼定　員　２０組（定員になり次第締め切ります）

　※託児も受付します。

▼申込期間　７月２日（月）～１７日（火）

　※定員に達していない場合のみ、事前申し込みがなくて　　

　　も参加できます。

▼申し込み・問い合わせ先

　境港市ファミリー・サポート・センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－６６６０）
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おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ

利用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付し

ています。７月の対象者は下記のとおりです。申請が

まだの人は、お早めに窓口までお越しください。

※ お子さんの誕生月が平成２９年８月、１１月、平成

３０年２月の人は、７月３１日（火）が申請期限で

すので、ご注意ください。

※ 平成２９年１２月、平成３０年１月生まれのお子さ

んの場合、６カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）
▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 30 年 2 月～ 4月 出生月の３～５カ月後

２回目
平成 29 年 11 月
　　 ～平成 30 年 1 月

出生月の６～８カ月後

３回目 平成 29 年 8 月～ 10 月 出生月の９～１１カ月後

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 7 月 25 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 29 年 12 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 8 月 29 日（水） 平成 30 年 1 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 7 月 26 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 28 年 12 月生まれの幼児

 8 月 30 日（木） 平成 29 年 1 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 7 月  5 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 27 年 6 月生まれの幼児

 8 月  2 日（木） 平成 27 年 7 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 8 月  7 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50 ～ 11:30（9 カ月～ 1歳 6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

妊活相談 9:00 ～ 12:00（受付 11:00 まで） お子さんを希望する人

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝日を除く
 　「ひまわり」は木曜日・休館日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

両 　 親 　 学 　 級

▼対　象　

　妊娠中の人とそのパートナー

　※妊婦さんお一人の参加もOKです。

　※これからお孫さんを迎えられるおじいちゃん、おばあち

　　ゃんもどうぞご参加ください。

▼と　き　７月２９日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　※事前申し込みが必要です。

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容

①ようこそ赤ちゃん（育児の心得、沐浴指導）

　沐浴を体験しよう！！お父さんの参加お待ちしています。

②グループワーク

　※楽な服装でお出かけください。

　※託児も受付します。申し込みの時にお知らせください。

▼申し込み期限　７月２７日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４０）
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図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　ふしぎなパジャマやさんが、

えびす町
ちょう

ぎんざにあります。そ

このパジャマをきてねむると、

とてもよくねむれるというので

すが……。

　べんきょうってしなきゃだめ？す

きじゃない…。やれっていわれるか

ら…。ほんとうにそうかな？このほ

んをよんだら、かんがえかたでべん

きょうきっと、おもしろくなるよ。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇ほしじいたけほしばあたけ（絵
え

本
ほん

）

　　　　　　　　　　　　　　（石
いし

川
かわ

基
もと

子
こ

）

◇ルラルさんのだいくしごと（絵
え

本
ほん

）

　　　　　　　　　　　　（いとうひろし）

◇ようかいしりとり（絵
え

本
ほん

）（おくはらゆめ）

◇さとやまさん（絵
え

本
ほん

）　　　（工
く

藤
どう

直
なお

子
こ

）

◇うんこ（絵
え

本
ほん

）　　　　（みやにしたつや）

◇伯
ほう

耆
き

大
だい

山
せん

　　　　　　　　　（武
たけ

並
なみ

完
かん

治
じ

）

◇江
え

戸
ど

の家
か

計
けい

簿
ぼ

　　　　　　　（磯
いそ

田
だ

道
みち

史
ふみ

）

◇レーニン権
け ん

力
りょく

と愛
あい

（上
じょう

・下
げ

）

　　　　　　（ヴィクター・セバスチャン）

◇こんなこと書
か

いたら日
に

本
ほん

中
じゅう

を敵
てき

に回
まわ

す本
ほん

　　　　　　　　　　　　　　（辛
しん

坊
ぼう

治
じ

郎
ろう

）

◇アルツハイマー病
びょう

真
しん

実
じつ

と終
しゅう

焉
えん

　　　　　　　　　（デール　ブレデセン）

◇１０年
ねん

後
ご

の仕
し

事
ごと

図
ず

鑑
かん

　　　　　　　　　（堀
ほり

江
え

貴
たか

文
ふみ

・落
おち

合
あい

陽
よう

一
いち

）

◇違
い

和
わ

感
かん

　　　　　　　　　　　（太
おお

田
た

光
ひかり

）

◇日
に

本
ほん

の国
こく

難
なん

　　　　　　　　（中
なか

原
はら

圭
けい

介
すけ

）

　　　　　　　　　　　　　他
ほか

、３６１冊
さつ

☆貸
かしだしさっすう

出冊数・期
きかん

間　　　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅうかん

間

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

あ
ん
み
ん
ガ
ッ
パ
の
パ
ジ
ャ
マ

や
さ
ん
（
絵え

本ほ
ん

）　

柏
か
し
わ

葉ば

幸さ
ち

子こ

す
き
な
こ
と
の
み
つ
け
か
た

（
児じ

童ど
う

書し
ょ

）　

た
か
い
よ
し
か
ず

空そ
ら

は
ど
こ
ま
で
も
青あ

お

く
、
僕ぼ

く

ら

は
底そ

こ

抜ぬ

け
に
明あ

か

る
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

細ほ
そ

田だ

京
き
ょ
う

香か

道み
ち

ひ
ら
く
、
海う

み

わ
た
る　

大お
お

谷
た
に

翔
し
ょ
う

平へ
い

の
素す

顔が
お　

　
　

佐さ

さ々

木き

亨
と
お
る

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　７月１５日（午前９時～正午）

　昭
しょう

和
わ

１９年
ねん

１１月
がつ

、陸
りく

軍
ぐん

特
とっ

攻
こう

隊
たい

に

境
さかい

港
みなと

市
し

出
しゅっ

身
しん

の木
きの

下
した

さんは指
し

名
めい

された。

日
ひ

々
び

「死
し

」を意
い

識
しき

し、目
もく

標
ひょう

の米
べい

艦
かん

隊
たい

を

追
お

い求
もと

めて、フィリピン沖
おき

を飛
ひ

行
こう

した。

本
ほん

人
にん

から聞
き

き取
と

りした貴
き

重
ちょう

な記
き

録
ろく

。

　２３歳
さい

になった彼
かれ

は、海
うみ

を渡
わた

った。

「てっぺん」を目
め

指
ざ

して、メジャーで

も「二
に

刀
とう

流
りゅう

」に挑
いど

む。何
なに

か新
あたら

しいこ

とを、他
た

人
にん

がしたことのないことを

やりたいとの思
おも

いはいつも同
おな

じだ。

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集 
≪７月の対象日≫ 
　７月１６日（月・海の日）

　※月曜日収集該当地区のみの収集となります。

　※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

お忘れなく！

固 定 資 産 税 ２ 期

国 民 健 康 保 険 税 １ 期

後期高齢者医療保険料１期

介 護 保 険 料 １ 期

の納期限は

７月 31 日（火）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します
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と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

7月 7日（土）
7月 21 日（土）

古典講座「みんなで楽しく
『万葉集』を読もう」

上道公民館 14：00 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

7月 27 日（金）
サロンコンサート
～穐山純果ホルン独奏会～

文化ホール 19：30 ～ 20：40
境港市文化振興財団    
☎ 44 － 1000

無　料
（飲み物は有料）

7月 28 日（土）
絵本と紙芝居の会
（英語絵本を一緒に楽しみましょう）

市民図書館 14：30 ～ 市民図書館 無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　　男　：16,547 人（－ 11）
　　　女　：17,750 人（＋  8）
　　合　計：34,297 人（－  3）
　　世帯数：15,158 世帯（＋ 20）

　※平成 30 年 5 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談 7月 12 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

心配ごと相談 7月 13 日（金） 13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法 律 相 談
7月 20 日（金）
8月  3 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

多重債務・法律
相  談  会

7 月 12 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 第２火曜日 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

7月 23 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ Ｖ 相 談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

29　平成３０年７月
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

 豊永 麻
ま ゆ

結 ちゃん（H29.10.16 生） と

  お母さんの さとみ さん（上道町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫

お姉ちゃんと仲良く元気に育ってね。

 武良 一
いちる

琉 ちゃん（H29.9.26 生） と

   お母さんの 麻
ま り か

梨香 さん（夕日ヶ丘）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

 お兄ちゃんに負けずに元気に育ってね♡

前本 輝
てるあき

亮 ちゃん（H29.9.20 生） と

 
正
しょうた

太さん 美
み き

希さん 和
かずはる

陽さん（渡町） 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

たくさん食べて大きくなってね！

　あじは日本全国で年間を通して獲れるため、寿司、さんが焼き、冷や

汁、なめろう、まご茶など様々な郷土料理として根付いています。

　境漁港でも、さば、いわしと並んで大量の水揚げがある魚で、あじの

水揚げでも全国有数です。

　山陰地方では特に５月から７月にかけて脂がのり、旬といわれていま

す。

　今回は、２年前にレシピ本で紹介した、暑い夏場にぴったりの簡単時

短な逸品料理をご紹介します。

　ぜひ、旬のこの時期にお試し下さい。

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  32お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
　①　あじは三枚におろし、皮を剥ぐ。

　②　おろした身はそぎ切りにする。

　③　ボウルに②を入れ、塩を少々振る。

　④　③にゆず胡椒少々を入れ、レモン汁で和える。

　⑤　大根はすりおろして、水気をかるくしぼる。

　⑥　器に④を入れ、⑤とカイワレ大根、にんじんをのせて盛り

　　　付ける。

　　※のせる野菜はお好みでアレンジして下さい。

　　※ゆず胡椒を加えることで、風味にアクセントがつきます。

あじのおろし和え

□材料（２人前）
◇あじ（刺身用）半身程度

◇レモン汁　　　大さじ１

◇塩　　　　　　少々

◇ゆず胡椒　　　少々

◇大根　　　　　１５０グラム

◇カイワレ大根　適量

◇にんじん　　　適量

今年の中野港漁村市は
あと２回

７月１４日（土）
９月　８日（土）

　お父さんの　 お母さんの　 お兄ちゃんの


